
12
第１１６号�

主
な
記
事

�特集  交通事故　　　　  　Ｐ��～
�市政トピックス　　　　　Ｐ��～
�お知らせワイド版　　　　Ｐ��～
�真庭が好きっ読者の広場　Ｐ��～
�研鑽に栄誉　　　　　　　Ｐ��～
�ぐるっと真庭まちの話題　Ｐ��～

������
���������	

��月��日、富原保育園で毎年恒例の防火ち
びっこ相撲大会が開かれました。��人の園
児たちは「あやのさと」「れいなひめ」と
いった自分の名前にちなんだしこ名で土俵
に登場。仲良しの友だちと元気よく一番を
披露し、防火の輪を広げました。



原因：ぼんやり、脇見、車間距離不保持

追突

原因：安全確認不十分、一時不停止など

出合 い 頭

原因：速度超過、カーブの小回り、居眠り

正面衝突

死亡事故発生率  ワースト�位

交通事故
私たちの暮らしに欠かせない自動車。しかし、交通事故の危険も隣

り合わせだという危機感を持たなければいけません。加害者・被害

者にならないためにも、真庭市の交通事故の現状などを含め、あら

ためて交通安全について考えてみたいと思います。

人ごとだと思っていませんか？

真庭市の交通事故 トップ �

写真はイメージです

Maniwa ��

現在、真庭市は交通死亡事故の発生率が岡山県内でワースト�位
となり（町村は除く）、交通情勢は非常事態となっています。こ
れ以上死者を出さない。また限りなく交通事故をゼロにするため
にはどうすればいいでしょうか。
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真
庭
市
の
交
通
事
故
の
現
状

　

岡
山
県
内
の
交
通
事
故
死
者
数

は
、
昨
年
と
比
べ
て
大
き
く
減
少

し
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
で
推
移

す
れ
ば
、
今
年
は
こ
こ
数
十
年
で

最
少
の
死
者
数
に
な
る
見
込
み
で

す
。
し
か
し
、
真
庭
市
は
交
通
事

故
死
者
数
が
�
人
に
上
っ
て
お

り
、
昨
年
と
比
べ
て
交
通
事
故
総

件
数
も
増
加
し
て
い
る
な
ど
、
交

通
情
勢
は
悪
化
し
て
い
ま
す
。
県

内
の
町
村
を
除
く
、
市
だ
け
の
交

通
死
亡
事
故
発
生
率
は
、
真
庭
市

が
ワ
ー
ス
ト
�
位
と
い
う
こ
と

で
、非
常
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
に
関
心
を

　

皆
さ
ん
は
、
命
の
重
み
に
つ
い

て
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
岡

山
県
内
で
は
、
今
年
も　

人
の
方

��

が
交
通
事
故
で
命
を
落
と
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
殺
人
事
件
な
ど
交

通
事
故
以
外
の
犯
罪
に
よ
っ
て
失

わ
れ
た
命
は　

人
で
す
。
交
通
事

��

故
と
殺
人
事
件
の
違
い
は
、
故
意

（
わ
ざ
と
）か
、過
失（
過
ち
）の
違

い
だ
け
で
、
尊
い
命
が
失
わ
れ
る

と
い
う
結
果
は
同
じ
は
ず
で
す
。

皆
さ
ん
が
暮
ら
し
て
い
る
真
庭
市

で
も
、
�
人
と
い
う
多
数
の
命
が

交
通
事
故
で
失
わ
れ
て
い
る
こ
と

に
、
も
っ
と
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

起
こ
さ
な
い
・
遭
わ
な
い
た
め
に

　

何
よ
り
道
路
を
利
用
す
る
一
人

一
人
が
交
通
安
全
意
識
を
持
つ
こ

と
が
大
事
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

気
の
緩
み
や
一
瞬
の
過
ち
で
も
、

交
通
死
亡
事
故
は
発
生
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
冬
を
迎
え
、
交
通
事
故

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
冬
用

タ
イ
ヤ
や
チ
ェ
ー
ン
の
準
備
な
ど

冬
期
対
策
を
早
め
に
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
年
末
年
始
で
お
酒
を
飲

む
機
会
が
増
え
る
と
思
い
ま
す

が
、
飲
酒
運
転
は
重
罪
で
す
。「
飲

酒
運
転
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・

許
さ
な
い
」
と
い
う
意
識
を
強
く

持
ち
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
お
願

い
し
ま
す
。
最
後
に
、年
末
年
始
、

そ
し
て
来
年
も
安
全
運
転
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
文
中
の
統
計
数
字
は
本
年　

月
��

　

日
現
在
の
数
値
で
す
。

��

上記のグラフは、�月�日から��月��日までに真庭警察署管内で発生した人身事故と交通
事故死者数を示しています。（平成��年分については、��月��日現在の数値）管内では��
月��日現在で���件の人身事故が発生し、���人が負傷しています。そして�人という尊い
命が失われています。管内で発生した交通事故は日中が多く、全体の約�割が午後�時か
ら�時までの薄暮時に発生している状況です。

（資料提供：真庭警察署）
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真庭警察署 交通課

 竹  原   律  男  課長
たけ はら りつ お

一人一人が交通安全意識を
持つことが大事です

真庭市内の交通事故の現状はどうなのでしょ

うか。現状について真庭警察署の竹原律男交

通課長にお話を伺いました。

��������	
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地
域
で 
守
る

　

地
域
の
交
通
安
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
交
通
安
全
協
会
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。真
庭
安
全
協
会
会
長
の
高
田
浩
一
さ
ん
に
安
全
協
会
と
は
ど

ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　
　

庭
交
通
安
全
協
会
は
、
市 

　
　
　

内
�
つ
の
支
部
で
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
啓
発

グ
ッ
ズ
の
配
布
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
清
掃
、
高
齢
者
へ
の
戸
別
訪
問

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
力

を
入
れ
て
い
る
の
が
、「
ゆ
っ
く
り

走
ろ
う
真
庭
路
」
運
動
で
す
。
こ

れ
は
た
だ
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
と
い

う
意
味
で
は
な
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー

が
道
路
の
状
況
や
自
分
の
体
調
な

ど
を
考
え
、
周
囲
に
思
い
や
り
を

持
て
る
速
度
で
走
ろ
う
と
い
う
趣

旨
で
推
進
し
て
い
ま
す
。
少
し
で

も
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
き
、
事
故

防
止
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　

通
事
故
の
当
事
者
の
大
半

　
　
　

が
高
齢
者
で
す
。
加
齢
と

と
も
に
運
転
技
術
は
低
下
し
ま
す

が
、
多
く
の
人
は
昔
の
ま
ま
の
感

覚
で
運
転
し
た
り
夜
間
や
早
朝
に

出
歩
き
事
故
に
遭
遇
し
て
い
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
戸
別
訪
問
な
ど

を
行
い
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
の
被

害
が
跡
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
私
も
含

め
高
齢
者
は
運
転
技
術
の
低
下
を

自
覚
し
、
夜
間
や
早
朝
に
外
出
す

る
際
に
は
安
全
の
た
め
に
も
反
射

材
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
な
ど
の
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

内
の
普
通
自
動
車
免
許
を

　
　
　

持
っ
て
い
る
約
�
割
の
人

が
交
通
安
全
協
会
に
加
入
し
て
お

り
、
こ
れ
は
岡
山
県
で
�
番
の
加

入
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
交
通
安

全
協
会
の
活
動
に
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
真
庭
市
の
交
通
事
故
防
止
に

尽
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

��

�

真庭交通安全協会

 高  田   浩 一   会長
たか た ひろ かず

これからも真庭市の交通安全に尽力しますので
ご理解ご協力をよろしくお願いいたします

ステッカーで交通安全を啓発 テント村で安全運転の呼びかけ
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　交通事故の当事者とならないために高齢者はどのような取り組みをし

ているのでしょうか。そして、ドライバーは普段の運転で何に気を付けれ

ばいいのでしょうか。真庭市老人クラブ連合会会長小林寿満夫さんと真

庭自動車学校主任下山雅史さんにお話を伺いました。

　

広
い
道
で
側
道
か
ら
車
が
出
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
皆
さ

ん
は
ど
こ
を
見
ま
す
か
。
一
般
的

に
は
車
を
見
て
し
ま
う
と
思
い
ま

す
が
、
本
来
は
運
転
者
が
ど
こ
を

見
て
い
る
の
か
を
確
認
し
ま
す
。

免
許
更
新
で
は
視
力
が
�
・
�
以

上
必
要
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

運
転
者
の
顔
を
確
認
で
き
る
視
力

と
い
う
こ
と
で
こ
の
数
値
に
な
っ

て
い
ま
す
。
自
動
車
学
校
を
卒
業

す
る
と
習
っ
た
こ
と
を
ほ
と
ん
ど

の
人
が
忘
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
乗
車
の
際
に
、
座

席
確
認
を
す
る
こ
と
も
事
故
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
一
つ
だ
と
思
い

ま
す
。
実
際
、
座
席
調
整
を
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
ブ
レ
ー
キ
が

下
ま
で
踏
み
込
め
ず
ぶ
つ
か
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
自
動
車

学
校
で
は
、
安
全
に
運
転
す
る
た

め
の
基
本
を
お
教
え
し
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
自
動
車
学
校
で
習

っ
た
基
本
を
ま
ず
思
い
出
し
て
実

践
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、　

歳
以
上
の
高
齢
者

��

は
免
許
更
新
の
際
、
高
齢
者
講
習

が
必
要
で
す
。
自
分
の
運
転
技
術

を
知
り
、
よ
り
一
層
安
全
運
転
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

真
庭
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は

�
月
に
創
立　

周
年
記
念
式
典
を

��

開
催
し
「
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

を
図
り
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め

ま
す
」
と
い
う
一
文
を
大
会
宣
言

の
中
に
入
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
は

み
ん
な
か
ら
守
ら
れ
て
当
然
と
思

う
の
で
は
な
く
、
自
分
か
ら
積
極

的
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
周
り
に
呼
び
か
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
自
分
も
気
を
付
け
る
よ
う

に
な
り
、
交
通
事
故
の
抑
止
力
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
の
住
む
勝
山
地
区

の
高
齢
者
は
、
真
庭
警
察
署
の
お

世
話
に
な
り
夜
行
タ
ス
キ
の
効
果

に
つ
い
て
実
験
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、
保
育
園
の
運
動
会
で
、
横
断

歩
道
を
青
信
号
に
な
っ
た
ら
子
ど

も
と
高
齢
者
が
手
を
つ
な
い
で
渡

る
と
い
う
種
目
も
行
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
は
、
一
人
一
人
が
気
を

付
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、

み
ん
な
で
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
と

い
う
取
り
決
め
を
す
る
こ
と
で
、

お
互
い
に
注
意
し
合
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
積
極
的

に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

真庭自動車学校

 下  山   雅 史    主任
しも やま まさ し

真庭市老人クラブ連合会

 小  林   寿  満 夫    会長
こ ばやし す ま お

守ってもらうだけでなく
高齢者自らが
交通安全の実践者に

自動車自動車学校で学んだ
安全運安全運転の基本を
思い思い出してください

高齢者講習を受講する参加者

��������	
�
���������������	

��地域を支え、地域に支えられる老人クラブを目指します。

��健康づくり、介護要望活動に取り組みすべての高齢

　　者の健康寿命を伸ばすことに努めます。

��交通安全意識の高揚を図り、交通事故防止に努めます。

��地域づくりを担う活動に積極的に取り組みます。
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「おはようございます!」「いってきます！」「おはようございます!」 「いってきます！ 」
児童たちの元気のいいあいさつが響きます児童たちの元気のいいあいさつが響きます

　真庭市内には「見守り隊」などと呼ばれ、児童たちの登下校時の安全を守
る活動をされている人たちがいます。今回は、活動方法を工夫しながら落合
小学校の児童たちの登下校を見守っている、「落小みまもるんじゃあ」をご
紹介します。

子どもた ち の安全た め に

子 
ど
も
を
守 
る
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落
合
小
学
校
の
見
守
り
隊
「
落
小
み
ま
も

る
ん
じ
ゃ
あ
」
を
孫
が
小
学
校
に
入
学
し
た

の
を
き
っ
か
け
に
始
め
ま
し
た
。
私
が
担
当

し
て
い
る
地
区
は
、
全
員
で　

人
の
子
ど
も

��

た
ち
が
い
ま
す
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
を
私
を
含
め
�
人
で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
登
下
校
の
際
に
落

合
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
前
の
長
い
横
断
歩
道

を
通
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
こ
こ
は
高

速
道
路
出
入
り
口
で
国
道
沿
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
交
通
量
も
多
く
、
危
険
な
場
所
で
も

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
全
員
が
横
断
歩
道

を
安
全
に
渡
り
き
る
ま
で
見
守
る
の
が
私
た

ち
の
仕
事
で
す
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
元

気
で
学
校
に
行
き
、
そ
し
て
ま
た
元
気
に
帰

っ
て
く
る
。
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
そ

の
当
た
り
前
の
こ
と
が
ず
っ
と
続
い
て
い
く

よ
う
に
少
し
で
も
お
手
伝
い
で
き
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
。

孫
だ
け
じ
ゃ
な
く

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　落合小学校の見守り隊「落小みまもるんじゃあ」として地域の
子どもたちの安全を守っている屋敷  清さんにお話を伺いました。

地域で支える子どもの安全

見守り隊の皆さんは「おはよう」「気
を付けて行けぇよ」「はい！信号が変
わるから止まろう」「いってらっしゃ
い」と声を掛けながら、児童たちが
安全に横断歩道を渡って行くのを見
守っています。

落小みまもるんじゃあ

 屋  敷   清   さん（下市瀬）
や しき きよし

落合小学校

 難  波   久  美 子    教頭先生
なん ば く み こ

「落小みまもるんじゃあ」の皆さん
いつも本当にありがとうございます

　「落小みまもるんじゃあ」の皆さんが交通量の多い道や、幅の狭い道など

特に危険な所に立って、安全に登下校できるように声掛けしてくださってい

てとても感謝しています。保護者の皆さんもとても安心されています。毎日

声掛けや、あいさつをしていただいていることで、子どもたちもあいさつよ

くができるようになっていると実感しています。今まで感謝の気持ちを表す

機会がなく、子どもたちと一緒に感謝の気持ちを伝える機会をつくることを現

在考えているところです。いつも本当にありがとうございます。

落小みまもるんじゃあ

平成��年�月に結成。児童の住む地

区まで付き添う方式や、見守る区

間を定めて引き継ぐリレー方式な

ど、地区によって方法を工夫しな

がら児童たちの見守り活動を続け

ています。
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制限速度を守る 自 
分
を 
守
る

　

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
・
遭
わ
な
い
た
め
に
何
を
す
る
べ
き
で
し
ょ

う
か
。
ま
ず
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、自
分
で
自
分
の
身
を
守
る
意
識
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
事
故
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　スピードの出し過ぎは、車が制御不能となり大変危険です。下
のグラフでは、青とオレンジでブレーキを踏んでからどれだけ進
むのかを示しています。例えば時速��㎞ と時速���㎞ を比較した
場合、時速��㎞ では約��ｍで止まりますが、時速���㎞ では���ｍ
以上止まるまでに進んでしまいます。車は急には止まれません。
制限速度を守りゆとりを持って運転しましょう。

前方を見て運転する
　追突事故の原因の一つとなっている脇見。時速��㎞ で走行する車の場合、�秒間で��ｍ進む
といわれています。もし、その間に脇見をしていて前の車が急停車したり、横から人や車が飛
び出してきたりしたら…。携帯電話やカーナビの操作や落ちた物を拾う行為は車を停車させて
から行うようにし、前方をよく見て運転しましょう。

脇見運転の主な原因
・携帯電話を操作していた
・カーナビを操作していた
・景色や看板に気を取られる
・助手席の物が落ちる
・後部座席の物が落ちる
・ダッシュボードから物をとる

時速と停車するまでの距離

忘年会シーズン・年末年始、飲酒の機会も増えます。

１杯だけなら大丈夫…いいえ、それも飲酒です。

軽い気持ちで運転して大きな不幸を招くかもしれません。

決して飲酒運転はしないようにしましょう。

飲酒運転!! 絶対にダ メ !!

写真はイメージ写真はイメージ

※道路条件などにより距離は異なります

時速100km

20m� 40m�

　　  ブレーキを踏み利き始めるまでに進む距離�

　　  ブレーキが利き始めてから進む距離�

＋　  ブレーキを踏み完全に停車するまでの距離�

60m� 80m� 100m� 120m�

時速  90 km

時速  80 km

時速  70 km

時速  60 km

時速  50 km

時速  40 km

時速  30 km

時速  20 km
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交通安全グ ッ ズを身に着ける
　交通安全グッズは、蛍光反射材やＬＥＤライトなどさまざまな種類のものが
出ています。実際に夜間出かける際に着用している人は、なにも着用してい
ない人と比べ、交通事故の被害が少なくなっています。夜間に外出する際は、
着用する習慣をつけ自分の存在をドライバーに知らせるようにしましょう。

車か ら見える 距離 の比較

身に着けている服や交通安全グッズにより 大きく差がでてきます。

反射材
���������

明るい服
���

黒っぽい服
���

ライ ト下向き
の場合

蛍光反射材の効果の比較

歩行者の交通安全グッズの着
用だけではなく、ドライバー
は早めのライト点灯や前の車
や対向車、歩行者・自転車が
いないときはライトを上向き
にして運転しましょう。

何も着用なし 蛍光反射材着用 LEDライト着用

蛍光反射材

���ライ ト
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トピックス�

青
少
年
健
全
育
成
推
進
方
針
意
見
書
提
出

地
域
で
守
ろ
う
情
報
モ
ラ
ル

意見書を太田市長に手渡す為本会長

　

青
少
年
健
全
育
成
推
進
方
針
に
係
る
意

見
書
が　

月　

日
に
、
真
庭
市
お
よ
び
真

��

��

庭
市
教
育
委
員
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

真
庭
市
青
少
年
問
題
協
議
会
（
為
本
正
己

会
長
）
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

が
学
力
低
下
や
犯
罪
、
い
じ
め
な
ど
の
要

因
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
意
見
書
を

作
成
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
持
た
せ

る
場
合
に
は
、
使
用
時
間
や
ア
ク
セ
ス
の

制
限
を
設
け
る
と
い
っ
た
使
い
方
の
ル
ー

ル
化
な
ど
、
家
庭
と
地
域
全
体
で
の
取
り

組
み
を
提
案
し
ま
し
た
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

大
切
な
農
地
を
守
る
た
め

　

農
業
委
員
会
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
が　
��

月　

日
〜　

月
�
日
に
実
施
さ
れ
ま
し

��

��

た
。
農
地
が
適
正
に
管
理
さ
れ
活
用
さ
れ

て
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
も
の

で
、
各
地
域
の
農
業
委
員
が
農
地
転
用
許

可
後
の
状
況
な
ど
を
重
点
的
に
見
て
回
り

ま
し
た
。
こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
�
〜　

月
��

の
全
国
統
一
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
」

に
合
わ
せ
て
、
市
農
業
委
員
会
が
毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。
な
お
、　

月
、　

��

��

月
は
「
耕
作
放
棄
地
解
消
強
化
月
間
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

月　

日
、
津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
で
ト
ン
ボ

��

��

の
森
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
㈱
ト
ン
ボ
の

社
員
や
市
民
な
ど
約
�
�
�
人
が
参
加
。
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
森
林
整
備
の
ほ
か
、
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が

す
め
る
環
境
整
備
、
木
の
枝
を
使
っ
た
工
作
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
真
庭
建
築
士
会
の
協
力
に
よ
り
地
上
か

ら
約
�
㍍
の
高
さ
に
ツ
リ
ー
デ
ッ
キ
が
整
備
さ
れ
、
完
成

後
に
は
見
学
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ト
ン
ボ
の
森
で
は
、

下
草
刈
り
や
除
間
伐
な
ど
の
里
地
里
山
保
全
活
動
や
生
物

多
様
性
保
全
活
動
を
市
民
と
企
業
、
行
政
が
連
携
し
て
実

施
し
て
お
り
、
今
年
度
が
�
年
目
の
取
り
組
み
。

第第����回トンボの森づくり回トンボの森づくり

森づくり活動ますます充実森づくり活動ますます充実

農地を見て状況を確認する農業委員

水路に溜まった草や泥を除去

手作りのパチンコ
で玉（ドングリ）
を試射

ツリーデッキと付近の森林を整備ツリーデッキと付近の森林を整備



こんにちは！�こんにちは！�
から�市 長 室 �

市政に関する動きの一部を紹介します

��������生ごみ減量に向け液肥利用目指す

地域おこし協力隊の委嘱
式が本庁舎で行われ、千
葉県柏市出身の中村雄亮
さんに委嘱状が手渡され
ました。真庭市の協力隊
員として�人目。中村さ
んは、農産物の売り込み
などに力を発揮したいと
意気込みを語りました。

����������人目の協力隊員に中村さん

�
������

ひ
る
ぜ
ん
地
域
の
古
代
を
体
験
！

歴
史
に
触
れ
る
�
日
を
満
喫

やすりを使ってまが玉の形を整える参加者ら

　

蒜
山
地
域
の
古
代
を
体
験
す
る
イ
ベ
ン

ト
「
ひ
る
ぜ
ん
地
域
の
古
代
を
体
験
！
」

が　

月
�
日
、
蒜
山
郷
土
博
物
館
で
開
催

��
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約　

人
が
参
加
し
ま

��

し
た
。
午
前
中
に
講
座
な
ど
で
地
域
の
古

代
史
を
学
び
、
午
後
か
ら
は
復
元
さ
れ
た

竪
穴
式
住
居
や
国
指
定
史
跡
の
四
ツ
塚
古

墳
の
石
室
な
ど
を
見
学
。
最
後
に
ま
が
玉

作
り
も
体
験
し
、
の
こ
ぎ
り
や
や
す
り
で

思
い
思
い
の
形
に
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
歴
史
を
見
て
、
触
れ
て
、
学
ぶ
�

日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

下河内地内で液肥栽培さ
れた水稲の収穫作業が行
われました。�月に田ん
ぼ��アールに生ごみやし
尿などをメタン発酵させ
たバイオ液肥を散布。家
庭ごみの資源化や液肥の
実用化に向け、今後も実
証を続けていきます。

���Maniwa

が本格化し、使用され輸出されれば、木材の需要拡大
⇒価格上昇⇒森林価値増加の好循環となり、山村が潤
い、森林整備が進みます。真庭でＣＬＴの材料生産か
ら加工までが一貫して実現するように、市と森林木材
関係者が一丸となって鋭意取り組んでまいります。

　さらに、木材を余すところなく使用するバイオマス
利活用を進めなければなりません。視察を通じて、こ
の�つが真庭市の未来を切り拓く道であると確信でき
ました。皆さんとこの道を歩んで行きましょう。

　��月初旬に、真庭の林業木材業関係者とグラーツ市
を中心に、イタリア国境に近いオーストリア南部を訪
れました。真庭の将来を担う若手も大勢参加し、木材
の伐採集材、製材・ＣＬＴ製造、バイオマス活用施設な
どを視察しました。山は真庭と同じ様態で傾斜が��度
ほどですが、林業機械を駆使し伐採集材の労働生産性
は日本の��倍あり、驚きの連続でした。この機械化のハー
ドとソフトを是非早く真庭に導入していきたいものです。

　ヨーロッパのＣＬＴ生産は現在��万�。また、湾曲
技術も開発されています。日本では、これから建築基
準法で認められる建築資材になる段階。日本でも生産

板の層を互いに直交す
るように接着した集成
材のＣＬＴ。その強度が
認められ、オーストリ
アをはじめとするヨー
ロッパ各国では既に多
くの建築物に活用され
ています

約��度の傾斜地で稼
働する林業機械の運
転状況などを確認
（��月�日）

製材過程の視察ではＣＬＴ
の湾曲技術やその活用など
について研修
（��月�日）

林業・木材業関係者とともに視察研修

������・������������
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ご確認ください火葬場・クリーンセンター
お知らせワ イ ド
���������	����
����

○クリーンセンター業務カレンダー

���/���　
～�/��

��������／��

日火月日土

休み

休み休み受け入れ休み休み

コスモスクリーンセンターご
み
の
持
ち
込
み

受け入れ
クリーンセンターまにわ

真庭北部クリーンセンター

休み休み

休み燃えるごみ

休み休み

北房

コスモス

家
庭
ご
み
の
収
集

木山・美川
西河内・市瀬・天津

落
合

燃えるごみ休み
河内・川東・津田
落合垂水・向津矢
西原・下見

休み燃えるごみ
月・木
収集コース久

世

ま に わ

燃えるごみ休み
火・金
収集コース

休み燃えるごみ
月・木
収集コース勝

山

燃えるごみ休み

火・金
収集コース

美甘・湯原
真庭北部

休み燃えるごみ蒜山

��������������
　年末年始の火葬場の業務、各クリーンセンターのごみの受け入れ、家庭ごみの収集について
お知らせします。資源ごみについては、分別にご協力ください。

�問   生活環境部環境課　本田・高橋　℡�-��-����

■火葬場 （真庭・北部・美新）
　市内の火葬場は、��月��日�まで業務を行い、平成��年�月�日�から業務を開始します。��月��日�

～平成��年�月�日�まで休業しますが、火葬場の予約や死亡届は、市役所本庁舎および振興局、各支

局で受け付けます。（午後�時��分～午前�時��分までの受け付けは、市役所本庁舎と蒜山振興局のみ）

■ク リ ーンセ ンター（コスモス・まにわ・真庭北部）
　各クリーンセンターは、下記の日程表のとおりごみの受け入れ、
収集を行います。持ち込みごみの受入時間は午前�時～正午、午
後�時～�時��分です。また、��月��日�・��日�は特別収集と
して、燃えるごみに限り収集します。平成��年�月�日から通常
業務となります。

ル
ー
ル
を
守
っ
て

ご
み
を
出
し
ま
し
ょ
う
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応急手当 ���講習（� - ラーニング）基礎知識を取得
お知らせワ イ ド
���������	����
����

農業者を支える安心の制度豊かな老後生活のために
お知らせワ イ ド
���������	����
����

　

応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
（
以
下
、
ｅ
‐
ラ
ー
ニ
ン

グ
と
い
う
）
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
の
基
礎
知
識

を
動
画
を
見
な
が
ら
手
軽
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
自
宅
や
学
校
、
職
場
に
い
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
し
、
時
間
や
場
所
に

し
ば
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習
で

き
ま
す
。
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ｅ
‐
ラ
ー
ニ

ン
グ
が
受
講
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�問
 
  
消
防
本
部
警
防
課　

原

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

※インターネット閲覧にかかる通信費用は利用者負担です

応急手当�����講習を
事前学習として活用   

ｅ‐ラーニングは、真庭消防署で定期的に開催
する「普通救命講習�」の事前学習として活用
することができます。

応急手当ＷＥＢ講習の最後

にある修了テスト実施し、

��%以上正解すると「受講

証明書」を発行することが

できます。印刷して消防署

に持参すれば、�時間の普

通救命講習が、実技救命講

習の�時間講習となりま

す。受講証明書は、テスト

終了日から概ね�カ月間

有効です。スマートフォンやタブレットで受講し

た場合は、表示画面での確認となります。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し 
ょ
う

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
、
老
後
生
活
へ
の
備
え
は
十
分
で
す
か
。
農
業
者
年
金
は
、

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
で
あ
る
農
業
者
が
よ
り
豊
か
な
老
後
生
活
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
国
民
年
金（
基
礎
年
金
）に
上
乗
せ
し
た
公
的
な
年
金
制
度

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
家
族
農
業
従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

�問
 
  
農
業
委
員
会
事
務
局  
森
本  
℡（
�
�
�
）�
�
�
�

■農業従事者なら誰でも加入可能

　��歳未満の国民年金の第一号被保険者であって年間��日

以上農業に従事する人であれば誰でも加入できます。

■積立方式で安心した財政運営

　積立方式で年金額は加入者・受給者数に左右されません。

■保険料の手厚い国庫助成

　認定農業者など一定の要件を備えた意欲ある担い手に対し

て、保険料（月額������円）の�割、�割または、�割の政策

支援（保険料の国庫助成）があります。

■保険料は自由に選択

　月額������円～������円までご自身のライフプランに

合わせて保険料を自由に選択できます。

■税制面でも大きな優遇

　保険料は最大�������円の社会保険控除（収めた保険料の��～��％程度

の節税）で、支払われる年金にも公的年金控除が適応されます。

■��歳までの保証がついた終身年金

　年金は終身受給できます。加入者や受給者が��歳になる前

に亡くなった場合は、��歳までに受け取ると仮定し

た金額を死亡一時金として遺族が受け取れます。
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高額療養費制度を見直し��歳未満の人が対象です
お知らせワ イ ド
���������	����
����

��������������
��������	
���
　平成��年�月�日から、国民健康保険高額療養費制度について��歳未満の人の自己負担限度
額の区分が�段階から�段階へ細分化されます。なお、��歳以上～��歳未満の人について変更
はありません。国民健康保険（以下、国保という）の内容など詳しくは、お問い合わせください。

�問   生活環境部市民課　豊田　℡�-��-����

※「国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証」および「国民健康保険限度額適用認定証」の交付を
受けている人のうち、認定証の負担区分の表記が「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」で有効期限が「平成��年��月��日」とな
っている人については、平成��年��月下旬に変更後の認定証を郵送します。

○��歳までの人の世帯所得による区分と限度額

【平成��年��月まで】

�

過去��カ月間に同一世帯で�
回以上、高額療養費に該当し
た場合の�回目以降の限度額

自己負担限度額
認定証
の区分

世帯所得区分と該当要件

������円
�������円

＋
（医療費総額-�������円）×�%

A

■上位所得者
　①基礎控除後の「総所得金額」が���
　　万円を超える世帯の人
　②世帯主および国保加入者で所得申
告をしていない人がいる世帯の人

������円
������円
＋

（医療費総額-�������円）×�%
B

■一般
　上位所得者および住民税非課税世帯
　以外の世帯の人

������円������円C
■住民税非課税世帯
　同一世帯の世帯主とすべての国保加
　入者が住民税非課税の世帯の人

【平成��年�月から】

過去��カ月間に同一世帯で�
回以上、高額療養費に該当し
た場合の�回目以降の限度額

自己負担限度額
認定証
の区分

世帯所得区分と該当要件

�������円
�������円

＋
（医療費総額-�������円）×�%

ア
■上位所得者
　基礎控除後の「総所得金額」が、
　���万円を超える世帯の人

������円
�������円

＋
（医療費総額-�������円）×�%

イ
■上位所得者
　基礎控除後の「総所得金額」が、
　���万円～���万円以下の世帯の人

������円
������円
＋

（医療費総額-�������円）×�%
ウ

■一般
　基礎控除後の「総所得金額」が、
　���万円～���万円以下の世帯の人

������円������円エ
■一般
　基礎控除後の「総所得金額」が、
　���万円以下の世帯の人

������円������円オ
■住民税非課税世帯
　同一世帯の世帯主とすべての国保加
　入者が住民税非課税の世帯の人



受付は�月�日～��日まで平成��年度浄化槽整備
お知らせワ イ ド
���������	����
����
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個
人
が
浄
化
槽
（�

人
槽
ま
で
）
の
設
置

��

工
事
を
行
い
、
市
が
工
事
費
の
一
部
と
し
て

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
設
置
後
の
浄
化
槽

は
個
人
の
管
理
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
要
件

・
公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業

な
ど
の
整
備
計
画
が
な
い
区
域
、
お
よ
び
計

画
区
域
内
で
認
可
区
域
（
工
事
を
施
工
す
る

区
域
）
を
除
い
た
区
域

・
一
般
住
宅
お
よ
び
店
舗
併
用
住
宅
（
販 

売
、
賃
貸
営
業
を
目
的
と
し
た
も
の
な
ど
を

除
く
）

・
浄
化
槽
法
に
基
づ
く
設
置
届
出
の
審
査
、

ま
た
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
確
認
を
受
け

て
い
る
こ
と

・
平
成　

年
�
月
〜
平
成　

年
�
月
ま
で
の

��

��

期
間
に
浄
化
槽
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
人

・
住
宅
の
所
有
者
ま
た
は
建
築
主

■
申
請
者
に
交
付
す
る
補
助
金

・
下
水
道
整
備
計
画
の
有
無
、
浄
化
槽
の
大

き
さ
や
地
域
で
補
助
額
が
異
な
り
ま
す

■
注
意
事
項

・
交
付
決
定
通
知
を
受
け
る
ま
で
は
、
合
併

浄
化
槽
の
本
体
工
事
に
は
着
手
し
な
い
で
く

だ
さ
い
（
事
前
に
着
手
し
て
い
る
も
の
は
補

助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

・
平
成　

年
度
は
�
�
�
基
分
の
補
助
を
予

��

定
し
て
い
ま
す
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
申
請
方
法

・
下
水
道
課
、
振
興
局
、
各
支
局
に
申
請
書

類
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
真
庭
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
申
請
書
の
様
式
が
あ
り
ま
す
）

※
こ
の
事
業
は
国
の
補
助
事
業
を
活
用
す
る

た
め
、
国
か
ら
の
補
助
金
の
金
額
に
よ
り
事

業
規
模
を
縮
小
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

　

真
庭
市
で
は
、
個
人
が
設
置
す
る
浄
化
槽
に
補
助
金
を
交
付
す
る
「
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
」

で
浄
化
槽
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。平
成　

年
度
に
浄
化
槽
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
人
は
、平
成

��

　

年
�
月
�
日
〜　

日
ま
で
の
間
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
補
助
金
の
対
象
区
域
な
ど
詳
し
く
は
、

��

��

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

�問
 
　

建
設
部
下
水
道
課　

山
乗
・
実
村　

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

��������	
�������

※補助対象となる高度処理型浄化槽は、窒素またはリンを除去する能力を有するもので、生物化学的酸素要求量が
��当たり���以下、総窒素濃度が��当たり���以下、および浮遊物質量が��当たり���以下の機能を有する
もののことを言います。

○下水道計画区域（普通処理型浄化槽）

※下水道整備済の区域ならびに、下水道計画区域のうち認可区域を除きます。

○下水道計画のない区域（高度処理型浄化槽）

備　考補助金額（非豪雪）補助金額（豪雪）浄化槽の大きさ

（豪雪対象地域）　
 湯原地区
（非豪雪対象地域）
 北房地区、落合地区、久世地区、勝山地区

���,���円���,���円�人槽

���,���円���,���円�人槽

���,���円���,���円��人槽

���,���円�,���,���円��～��人槽

備　考補助金額（非豪雪）補助金額（豪雪）浄化槽の大きさ

（豪雪対象地域）
 美甘地区、湯原地区、中和地区、八束地区、
 川上地区
（非豪雪対象地域）
 北房地区、落合地区、久世地区、勝山地区

���,���円���,���円�人槽

���,���円���,���円�人槽

���,���円���,���円��人槽

�,���,���円�,���,���円��～��人槽
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平成��年��月�日現在
（　）は前月との比較

������

　

大
人
の
た
め
の
絵
本
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。絵
本「
は

じ
め
て
の
お
つ
か
い
」
を
題
材
に

し
て
、
作
家
の
生
涯
を
な
ぞ
り
な

が
ら
そ
の
中
に
隠
さ
れ
た
意
味
や

秘
密
を
紹
介
し
ま
す
。
絵
本
の
深

読
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
後
�
時　

分
〜
�
時

��

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

根
木
慶
太
郎
さ
ん
（
玉

野
市
・
�
�
�
ブ
ッ
ク
ス
）

■
定
員　
　

人
��

■
参
加
費　

�
�
�
円

■
申
し
込
み
方
法　

勝
山
図
書
館

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先

勝
山
図
書
館　

多
曽
田

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー　

藤
木

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

平
成　

年　

月　

日
を
基
準
日

��

��

��

と
し
て
、
工
業
統
計
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
製
造
業
を
営
む
事
業

所
を
対
象
と
し
た
統
計
調
査
で
、

わ
が
国
の
工
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地

域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て

利
活
用
さ
れ
ま
す
。　

月
下
旬
か

��

ら
来
年
�
月
中
旬
に
か
け
て
調
査

員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課　

神
谷

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

が
、
認
知
症
予
防
と
認
知
症
に
な

っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
月
�
回
の

「
そ
よ
か
ぜ
カ
フ
ェ
」を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
認
知
症
を
予
防
し
た

い
人
や
認
知
症
の
人
、
介
護
し
て

い
る
人
、
話
し
相
手
が
ほ
し
い
人

な
ど
、
誰
で
も
安
心
し
て
訪
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
よ
か
ぜ
カ

フ
ェ
か
ら
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

毎
月
第
�
木
曜
日

午
後
�
時　

分
〜
�
時　

分

��

��

■
場
所　

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
風
曜

日
（
真
庭
市
久
世
�
�
�
�
）

■
内
容　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、

昔
話
な
ど
の
お
し
ゃ
べ
り
や
唱
歌

な
ど
で
脳
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
介
護
を
し
て
い
る

人
も
、
情
報
交
換
や
く
つ
ろ
ぎ
の

場
と
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
が
待
機
し

て
い
ま
す
の
で
、
相
談
な
ど
に
も

応
じ
ま
す
。

■
参
加
費　

�
�
�
円

■
問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高
齢
者
支

援
課
内
）　

山
崎

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

絵
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

平
成�

年
工
業
統
計
調
査

��

�
�
�
�
�
�
�

そ
よ
か
ぜ
カ
フ
ェ

認
知
症
予
防
や
相
談
の
場
に

※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ����エリアは�、����エリアは�）

■日時　��月��日� ��：��～
■場所　リサイクルプラザまにわ
■参加費　���円
■定員　��人
■申込期限　��月�日�
■申し込み・問い合わせ先
　リサイクルプラザまにわ
　℡�-��-����

 リ サイクルプラザ
����

　真庭市ホームページのリニューアルをするに当たり、市
民の皆さんからのご意見を募集しています。「こんな情報を
もっと」「こういう機能があれば」など、皆さんの声をお
聞かせください。（��月��日�まで）

�問   秘書広報課 　山崎　℡�-��-����

�������
ひつじ

来年に向けて、縁起の良い未の
壁掛けを作ります。はさみ、手
芸用ボンドをご持参ください。

��������������	�
��
���������	�
����

メール(hisho@city.maniwa.lg.jp)
でも募集してるよ

はがきに性別と年齢を明記し、

①どんな情報がほしいか②情報は今のホームペー

ジで探しやすいか③どんな機能を充実すればよい

か④フェイスブックなどＳＮＳを活用すべきか⑤そ

の他の�項目についてご記入ください。
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市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
募
集
住
宅

【
北
房
地
区
】
呰
部
第
�
住
宅
・
�

Ｄ
Ｋ
�
戸
（
平
成　

年
建
築
）、
中

��

津
井
住
宅
・
�
Ｄ
Ｋ
�
戸
（
平
成

�
年
建
築
）

【
落
合
地
区
】
立
誠
住
宅
・
�
Ｄ
Ｋ

�
戸
（
平
成
�
年
建
築
）

【
久
世
地
区
】
寺
前
住
宅
・
�
Ｌ
Ｄ

Ｋ
�
戸
（
平
成
�
年
建
築
）

【
美
甘
地
区
】
国
久
住
宅
・
�
Ｌ
Ｄ

Ｋ
�
戸
（
平
成　

年
建
築
）

��

■
募
集
期
間　
　

月　

日
�

��

��

午
後
�
時
ま
で

■
入
居
予
定
日　

�
月
下
旬

■
問
い
合
わ
せ
先

都
市
住
宅
課　

小
林

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

ま
た
は
各
支
局
・
振
興
局
住
宅
担

当
窓
口

　
　

月
�
日
か
ら
�
日
ま
で
は
障

��
害
者
週
間
で
す
。障
害
者
週
間
は
、

国
民
の
間
に
広
く
障
が
い
者
福
祉

に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
障
が
い
者
が
社
会
、

経
済
、
文
化
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す

る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
障
が
い
に

つ
い
て
知
り
、
身
近
な
こ
と
と
し

て
考
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
す
べ

て
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
を
大
切
に
思

い
や
り
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課　

藤
本

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

 

（
�
�
�
）�
�
�
�

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
金

品
を
贈
る
こ
と
は
公
職
選
挙
法
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
権
者
が

障
害
者
週
間

障
が
い
者
福
祉
に
関
心
と
理
解
を

公
職
選
挙
法
・
寄
付
の
禁
止

ル
ー
ル
を
守
っ
て
明
る
い
選
挙

市
営
住
宅

入
居
者
募
集
中

応 援魅力あるまち づ く りを
ふるさと納税として寄付金をいただきました。
総合政策課  ℡�-��-����

左近　和男さん（滋賀県東近江市）
岡田　剛史さん（栃木県下野市）
西原　和男さん（大阪府大阪市）
坪井　秀人さん（愛知県名古屋市）
遠藤　宏昭さん（宮城県石巻市）
高橋　利和さん（大阪府茨木市）
高橋　則子さん（東京都武蔵野市）
三木　孝仁さん（兵庫県加古川市）
草野　　浩さん（千葉県船橋市）
田中　隆之さん（東京都武蔵野市）
横山　勝広さん（兵庫県神戸市）
石川　泰成さん（愛知県豊橋市）
上原さくらさん（神奈川県厚木市）
上原　　誠さん（神奈川県厚木市）
藤野　啓子さん（大阪府泉北郡忠岡町）
川延麻理子さん（神奈川県茅ヶ崎市）
山内　恵介さん（千葉県千葉市）
梶原　弘之さん（東京都港区）
大川　啓悟さん（宮城県仙台市）
赤木　　博さん（福岡県北九州市）
原口智架誌さん（福岡県福岡市）
茶木　昭洋さん（大阪府堺市）
清水　俊貴さん（東京都杉並区）
福田　良治さん（東京都港区）
伊藤　　克さん（東京都大田区）
松浦　伸悌さん（群馬県高崎市）
小野　雅寛さん（三重県伊賀市）
宝上　竜也さん（大阪府大阪市）
上田　昌宏さん（京都府京都市）
新藤　孝一さん（徳島県阿波市）
仁尾　琢磨さん（兵庫県宍粟市）
西原　和彦さん（東京都国分寺市）
武内　幸夫さん（東京都板橋区）
江崎　悠一さん（愛知県名古屋市）
武藤　洋一さん（東京都世田谷区）
鷲田　真一さん（東京都北区）
川本　貴士さん（大阪府枚方市）
原田　賢治さん（愛知県碧南市）
柴田　和明さん（岡山県岡山市）
名取　穣治さん（東京都立川市）
清水　保孝さん（愛知県春日井市）
鈴木久美子さん（愛知県名古屋市）

平成��年��月入金分を掲載しています。

政
治
家
に
寄
付
や
贈
り
物
を
求
め

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
は
何
か
と
贈
り
物
や
お

祝
い
ご
と
を
す
る
機
会
の
多
い
シ

ー
ズ
ン
で
す
が
、
次
の
禁
止
事
項

に
注
意
し
て
、
明
る
い
選
挙
を
実

現
し
ま
し
ょ
う
。

■
禁
止
事
項

①
政
治
家
の
寄
付
②
政
治
家
に
対

す
る
寄
付
の
勧
誘
・
要
求
③
政
治

家
の
関
係
団
体
の
寄
付
④
後
援
団

体
の
寄
付
⑤
年
賀
状
な
ど
の
あ
い

さ
つ
状
⑥
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す

る
有
料
広
告

■
問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
市
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局　

細
川

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

主催／真庭木材事業協同組合、真庭市、（一社）日本�����協会　問い合わせ先／農林振興課  大塚  ℡�-��-����  

Ｃ ＣＬ Ｔ普及推進シンポジウム開催

��������	
���������������	
��������
木造の中高層建築を可能にする新集成材ＣＬＴ(直交集成板)を全国発信し、その普及
促進とＣＬＴを活用した地域産業の裾野を広げるためにシンポジウムを開催します。

パネルディスカッションのテーマ

���������	
�������������������

�� � �� � ��：��～
勝山文化センター



洗濯ばさみなどユニークな素材で表
現する真庭市在住の作家・高本敦基
さんの作品をご覧ください。

スポーツ・文化振興課
℡�-��-����

��������	
�	�
����
�����
���������

�����
������������������������

������

��������	
������

��������

　
　

月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

��
せ
し
ま
す
。
相
談
内
容
を
把
握
す

る
た
め
、
前
日
ま
で
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
日
時　
　

月　

日
�
、　

日
�

��

��

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

※
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課　

中
山

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

真
庭
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は

認
証　

周
年
を
記
念
し
て
、
勝
山

��

文
化
セ
ン
タ
ー
で
講
演
会
と
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も

入
場
は
無
料
で
す
。

【
記
念
講
演
会
】

■
日
時　
　

月　

日
�

��

��

午
後
�
時　

分
〜

��

■
内
容　

生
ま
れ
つ
き
手
足
の
欠

損
と
い
う
ハ
ン
デ
が
あ
る
車
椅
子

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
佐
野
有
美
さ

ん
に
、「
私
が『
あ
き
ら
め
な
い
心
』

を
語
る
な
ら
」
と
題
し
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
す
。

【
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
】

■
日
時　
　

月　

日
�

��

��

午
後
�
時　

分
〜

��

■
内
容　

勝
山
高
校
吹
奏
楽
部
と

デ
ン
ソ
ー
吹
奏
楽
団
（
愛
知
県
）

と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
季
節
に
合
わ
せ
、

聖
な
る
調
べ
を
奏
で
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
で
は
、
�
月　

日
�
〜

��

�
月　

日
�
ま
で
、
所
得
税
と
住

��

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会
参
加

の
促
進
や
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
福
祉

事
業
所
な
ど
の
作
品
や
製
品
の
対

面
販
売
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
　

月
�
日
�
、
�
日
�
、

��

�
日
�

午
前
�
時
〜
午
後
�
時

■
場
所　

マ
ル
イ
ア
ル
テ
ィ
店

■
参
加
事
業
所
・
団
体

真
庭
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
、

ス
カ
イ
ハ
ー
ト
灯
、
真
庭
い
き
い

き
会
、
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま
に
わ
、

コ
ス
モ
ス
ワ
ー
ク
、
旭
川
荘
真
庭

地
域
セ
ン
タ
ー

※
�
日
間
で
�
事
業
所
が
日
替
わ

り
で
作
品
を
販
売
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
地
域
自

立
支
援
協
議
会

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

 

（
�
�
�
）�
�
�
�

�������

�日
�湯原温泉病院・湯原
　����-��-����
�金田病院（外）・落合
　����-��-����
��日
�落合病院（内）・落合
　����-��-����
�金田病院（外）・落合
　����-��-����
�宮島医院（内）・勝山
　����-��-����
��日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�本山医院（内）・落合
　����-��-����
�松坂医院（内）・久世
　����-��-����
��日
�中山病院・久世
　����-��-����
�新庄村診療所（内）・新庄
　����-��-����
�米田医院（内）・勝山
　����-��-����
��日
�近藤病院・勝山
　����-��-����
�前原医院（内）・久世
　����-��-����
��日
�金田病院・落合
　����-��-����
�まつうら医院（内）・久世
　����-��-����
��日
�湯原温泉病院・湯原
　����-��-����
�イケヤ医院（内）・久世
　����-��-����
��日
�落合病院（内）・落合
　����-��-����
�金田病院（外）・落合
　����-��-����
�宮島医院（内）・勝山
　����-��-����
　

�日
�湯原温泉病院・湯原
　����-��-����
�中山病院・久世
　����-��-����
�日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�金田病院・落合
　����-��-����
�日
�近藤病院・勝山
　����-��-����
�落合病院（内）・落合
　����-��-����
�日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�まにわ整形外科（外）・ 久世
　����-��-����
�河本医院（内）・落合
　����-��-����

�����

真
庭
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

記
念
事
業
を
開
催
し
ま
す

年
金
相
談（
要
予
約
）

ご
相
談
く
だ
さ
い

福
祉
バ
ザ
ー　

く
せ

in

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い

※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ����エリアは�、����エリアは�）

民
税
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
早
め
に

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
農
業
所
得
の
あ
る
人
】

収
支
内
訳
書
が
作
成
で
き
る
よ
う
、

領
収
書
は
収
支
内
訳
書
の
項
目
ご

と
に
整
理
し
、
農
機
具
な
ど
の
販

売
証
明
書
も
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。農
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
は
、

平
成　

年
�
月
に
配
付
す
る
「
住

��

民
税
申
告
相
談
日
程
表
」
の
最
後

の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
】

�
年
間
の
領
収
書
な
ど
を
整
理

し
、
医
療
費
を
補
て
ん
す
る
保
険

金
（
入
院
費
給
付
金
な
ど
）
が
あ

る
場
合
も
集
計
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

※
�
月
�
日
�
に
も
相
談
日
を
設

け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
日
程

表
を
ご
覧
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

住
民
税
グ
ル
ー
プ

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

税
の
申
告
相
談

早
め
に
ご
準
備
く
だ
さ
い

※久世会場の完成展示は
 ��月��日から

※会場により休館日が異
なりますのでご確認く
ださい



��� Maniwa

　

真
庭
地
域
の
農
林
業
に
活
力
を

生
み
出
す
た
め
、「
真
庭
い
き
い
き

農
林
業
者
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し

ま
す
。
講
演
会
で
は
、
農
山
村
地

域
経
済
研
究
所
長
の
楠
本
雅
弘
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、
集
落
営
農
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
元
気
で
活
躍
し
て
い
る
人
た

ち
の
取
り
組
み
紹
介
や
新
規
就
農

者
の
激
励
な
ど
も
行
い
ま
す
。
入

場
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
後
�
時　

分
〜

��

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

農
林
振
興
課　

有
馬

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ

や
ま
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
生
活

支
援
を
目
的
と
し
て
、
悩
み
ご
と

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
相
談
日　

祝
日
を
除
く
月
・
水
・

金
曜
日　

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
つ
や
ま
（
津
山
市
山
下　

の
��

�
、
津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ

ー
内
）

■
相
談
内
容　

労
働
、
福
祉
、
債

務
、
法
律
、
生
活
相
談
な
ど

※
裁
判
や
実
務
依
頼
な
ど
の
場
合

は
、
費
用
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

ラ
イ
フ
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ
や
ま

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

�
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
�
億

円
の
「
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」 

と
「
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
�
�
�

�
万
」
が
同
時
発
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
県
内
で
発
売
し
て
い
る
宝
く

じ
の
収
益
金
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

の
身
近
に
あ
る
学
校
、
公
園
や
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
充
実
、
幻
想
庭
園

と
い
っ
た
文
化
振
興
事
業
な
ど
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
宝
く
じ
は

ぜ
ひ
岡
山
県
内
で
お
買
い
求
め
下

さ
い
。

■
発
売
期
間　
　

月　

日
�
ま
で

��

��

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
総
務

部
財
政
課

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

過
去
に
林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
人
で
、
林
業
退
職
金
共
済
制
度

に
加
入
し
て
い
な
が
ら
、
退
職
金

を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
を

探
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
こ
の
共

済
制
度
に
加
入
し
て
い
た
か
ど
う

か
分
か
ら
な
い
人
に
つ
い
て
は
、

記
録
を
調
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

�独
 

勤
労
者
退

職
金
共
済
機
構　

林
業
退
職
金
共

済
事
業
本
部

℡
�
�（
�
�
�
�
）�
�
�
�

　

㈱
エ
ス
テ
ー
ト
セ
イ
ワ
よ
り
、

夜
光
タ
ス
キ
�
�
�
本
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ミ
ッ
ク
工
業
㈱
よ
り
、
エ
ア
コ

ン
一
式
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

財産活用課
℡�������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

��������	
�
・市道荒田若代線道路改良工事（建設課）
　㈲青木工業所…����������円
・市道日名久世線道路改良工事（建設課）
　牧建設㈱…����������円

��������	
�
・真庭産業団地ポンプ施設設計業務（水道課）
　㈱浪速技研コンサルタント中四国支店
　…���������円
・天津簡易水道テレメータ装置更新工事（水道課）
　㈲田淵電気工業所…���������円
・下呰部�期地区（�工区）ポンプ施設工事
　（下水道課）　ミツワ電設㈱…����������円
・公共下水道台帳整備業務（下水道課）
　㈱シディック…���������円
・落合地区（�工区）浄化槽設置工事（下水道課）
　㈲今石建設…���������円
・落合地区（�工区）浄化槽設置工事（下水道課）
　池田農機㈱…���������円
・蒜山川上簡易水道量水器等交換工事
　（蒜山振興局総務振興課）
　㈲フタワカ電気工事…���������円
・市道五名草谷線路肩修繕工事
　（北房支局総務振興課）　㈱谷本組…���������円

��������	��

・下呰部�期地区（�工区）管路施設工事
　（下水道課）山本設備工業㈱…����������円

��������	�
�
・湯原地区（�工区）浄化槽設置工事（下水道課）
　㈲横辺工務店…���������円
・湯原地区（�工区）浄化槽設置工事（下水道課）
　㈲横辺工務店…���������円
・市道逆巻小原線（�工区）舗装新設工事（建設課）
　㈱富松組…���������円
・市道藤原南線道路改良工事（建設課）
　㈱山中工務店…���������円

��������	�
�
・西原地区（�工区）管渠工事（下水道課）
　志田工業㈱…����������円
・北房地区（�工区）浄化槽設置工事（下水道課）
　志田工業㈱…���������円

��������	�
�
・八幡頭首工改修工事（農林土木課）
　㈲柴田工務店…���������円

��������	
��
・玄澤水路改修工事（農林土木課）
　楢木建材㈲…����������円
・市道粟村線詳細設計業務（建設課）
　三栄建設コンサルタント㈱…���������円
・市営組住宅外壁改修工事（都市住宅課）
　㈱三協商建…���������円
・市営石原住宅外壁改修工事（都市住宅課）
　㈲影山建設…���������円
・市営旭住宅外壁改修工事（都市住宅課）
　㈲岡田建創…���������円
・落合総合公園わんぱく広場遊具改修工事
　（落合支局総務振興課）
　㈱サトミ産業関西支社…���������円

今月の掲載は、��/�、�、��、��、��、��、��日の入札実施分。 

農
林
業
者 
の 
つ
ど
い

真
庭
の
農
業
を
元
気
に

悩
み
ご
と
無
料
相
談

 
一 
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

宝
く
じ
購
入
は
県
内
で

篤
志
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

林
業
退
職
金
共
済
制
度

ご
確
認
く
だ
さ
い
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寒
い
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
鍋

料
理
が
い
い
で
す
ね
。
昔
は
す
き

焼
き
や
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
の
牛
肉
が

大
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
だ
ん

だ
ん
年
を
取
る
と
牛
肉
よ
り
豚
肉

や
鶏
肉
が
お
い
し
く
感
じ
る
事
っ

て
な
い
で
す
か
。
そ
れ
は
さ
て
お

き
、
我
が
家
の
鍋
料
理
は
、
油
揚

げ
を
い
っ
ぱ
い
入
れ
ま
す
。
つ
ゆ

が
し
み
込
ん
だ
油
揚
げ
は
と
て
も

お
い
し
い
で
す
。
ち
ょ
っ
と
残
念

な
の
が
、
つ
ゆ
を
油
揚
げ
が
よ
く

吸
っ
て
、
少
な
く
な
る
の
が
早
い

の
で
多
め
に
つ
ゆ
を
作
っ
て
お
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
で
す
。

つ
ゆ
は
カ
ツ
オ
と
昆
布
の
合
わ
せ

出
汁
に
み
り
ん
と
醤
油
と
お
酒
を

入
れ
、
風
味
付
け
に
ユ
ズ
の
皮
を

少
し
入
れ
ま
す
。
ユ
ズ
の
皮
は
冷

凍
し
て
お
け
ば
、
保
存
が
き
き
ま

す
。
鍋
料
理
は
野
菜
や
お
肉
も
い

っ
ぱ
い
食
べ
る
こ
と
が
で
き
て
、

ヘ
ル
シ
ー
で
と
て
も
健
康
的
な
料

理
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
シ
メ

に
う
ど
ん
や
雑
炊
も
ま
た
格
別
で

す
。
焼
き
そ
ば
の
麺
も
ま
た
お
い

し
い
の
で
試
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。
家
族
で
一
つ
の
料
理
を

囲
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
と
て

も
幸
せ
に
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。
こ
れ
か
ら
冬
本
番
を
迎
え
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
い
っ
ぱ
い
い

ろ
ん
な
鍋
料
理
を
食
べ
た
い
と
思

い
ま
す
。　

今
月
の
テ
ー
マ

���
鍋
料
理
�

お便り
お待 ちし ています !
メールの場合は
ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

テーマは
��映画�です 。
感動した映画や今も思い
出される映画のシーン、
みんなに紹介したい映画
などについて、���字程度
でお寄せください。

川柳の兼題は
��煙�です。
お便りは、先月号に同封
したはがきをご利用くだ
さい。川柳の締め切りは
�月�日�です。

 �月号では、

��趣味��
についてお便りを募
集しています。
（��月��日締め切り）

�月号 読者の広場

読者の広場は皆さ
んから寄せられた
ハガキなどでつく
るページです。

今 月は、
寄せられたお便り
���通の中から
チ ョ イス

鍋大好きさん自慢の鍋料理

��
我
が
家
の
鍋
料
理
�

　
 
鍋
大
好
き
さ
ん（
久
世
）

PN

▼

 小椋　潤

▼

 磯田知里

▼

 PN ようかいウォッチ

�������������������
　真庭市では、平成��年度の宝くじ助成事業を活用
して、コミュニティハウスの整備と神輿の修繕をし
ました。この事業は、財団法人自治総合センターが、
宝くじの社会貢献広報事業として、地域のコミュニ
ティ活動の促進と地域社会の健全な発展に寄与する
ことを目的に実施しています。

�問   総合政策課　中島　℡�-��-����

修繕した御神輿
(若代・下岩コミュニティ協議会)

焼芝コミュニティハウスを整備
(焼芝コミュニティ協議会)



１ 月生まれ募集中 !

��� Maniwa

 押  目   優 正    くん

おし め ゆう せい

Ｈ������� 生まれ（関）
◯応  明正・文江さん（両親）

 牧 　稜太     くん

まき りょうた

Ｈ������� 生まれ（久世）
◯応  誉人さん（父）

 村  松   栞 奈    ちゃん

むら まつ かん な

Ｈ������� 生まれ（目木）
◯応  敬恵さん（母）

 湯  浅 　紬 くん
ゆ あさ

Ｈ������� 生まれ（下方）
◯応  和彦・瑞恵さん（両親）

 内  本   雄 大    くん
うち もと ゆう だい

Ｈ�������� 生まれ（湯原温泉）
◯応  洋良さん（父）

 松  坂   悠 人    くん
まつ ざか ゆう と

Ｈ�������� 生まれ（久世）
◯応  宏人さん（祖父）

 豆  原   成 実    ちゃん

まめ はら なる み

Ｈ�������� 生まれ（台金屋）
◯応  寛一さん（父）

 豆  原   佑 香    ちゃん

まめ はら ゆう か

Ｈ�������� 生まれ（台金屋）
◯応  寛一さん（父）

 山  下  大和     くん

やま した やまと

Ｈ�������� 生まれ（久世）
◯応  安代さん（母）

 妹  尾   亮 甫    くん
せの お あき ほ

Ｈ�������� 生まれ（上市瀬）
◯応  恭秀さん（父）

つむぎ

★対象★
発行月に�歳の誕生日を迎えら
れる市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の��日まで
★掲載内容★
�お子さんの写真�氏名（ふり
がな）�性別�生年月日�住所
�応募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒���-����真庭市久世����-�
ＴＥＬ�-��-����（ＦＡＸ����）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

25ページの続きを掲載します。�
情報をお寄せください。 （敬称略）�

■第��回日本管楽合奏コンテスト　��/�　東京都
■予選審査により出場　�/��～��
明誠学院高等学校-
�行部仁香乃（落合垂水）

■平成��年度経営者賞（第��回）
　��/�　東京都　経営者賞
　　　　　中島浩一郎（銘建工業㈱社長）�

■第��回全日本学生剣道優勝大会　��/��　大阪府
■第��回関東学生剣道優勝大会
�/��　東京都　ベスト��
大東文化大学-
�森木文哉（久世）

 上を目指して（中国大会や県大会など）

■矢野賞　��/��　東京都　小谷　徹（蒜山上長田）

■第��回全国国民体育大会（バレーボール
　少年男子）��/��～��　長崎県
　■同大会中国ブロック大会　
　�/��～��　島根県　�位
　　　　岡山県選抜- 大倉僚介（落合垂水）�

■改組  新第�回日本美術展覧会　��/��～��/�　東京都
　第�科（書）入選　　　寺坂昌三（久世）�

■ＢＰグランプリ技術大会����　
��/�～�　大阪府
■同大会中国・四国
ブロック予選
�/��　岡山市　板金部門�位
�田中雄一郎（一色）

■第��回全国障害者スポーツ大会
　��/�～�　長崎県
　■第��回岡山県障害者スポーツ大会
　�/��　岡山市　フライングディスク
　　　　　　　　優勝　�取茂樹（久世）�
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��������	
　  〒���-����　真庭市蒜山上長田���－�
　  ＴＥＬ�-��-����　ＦＡＸ�-��-����
　  開館時間 �：��～��：��（土・日�：��～��：��）
　  休館日　月曜日、年末年始、祝祭日（土・日
　  の場合開館）

今月のおすすめの本古
代
の
ま
が
た
ま
作
っ
た
よ
！

清
友
お
倫
ち
ゃ
ん（
蒜
山
上
長
田
）

　

古
墳
の
中
に
入
っ
た
り
、
ま
が

た
ま
を
作
っ
た
り
と
、
昔
の
こ
と

を
い
っ
ぱ
い
体
験
し
ま
し
た
。
特

に
面
白
か
っ
た
の
は
ま
が
た
ま
作

り
。
石
を
の
こ
ぎ
り
で
切
っ
て
形

を
整
え
た
後
に
、
や
す
り
で
ガ
リ

ガ
リ
削
る
作
業
は
大
変
で
難
し
か

っ
た
け
ど
、
と
っ
て
も
楽
し
か
っ

た
。
夢
中
に
な
っ
て
、
石
の
粉
で

手
が
真
っ
白
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
し

た
。
出
来
上
が
っ
た
ま
が
た
ま
は

大
切
に
し
た
い
で
す
。

優
秀
賞
を
も
ら
っ
た
よ

福
岡
愛
友
く
ん（
福
田
）

　

「
ラ
ン
ド
セ
ル
未
来
が
い
っ
ぱ

い
つ
ま
っ
て
る
」
学
校
の
授
業
で

書
い
た
こ
の
川
柳
が
、
真
庭
文
学

賞
川
柳
部
門
の
小
中
高
生
の
部
で

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
っ
て
聞
い
た
と
き

は
び
っ
く
り
し
た
け
ど
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
今
回
の
川
柳
は
、
ま
ず

ラ
ン
ド
セ
ル
と
い
う
言
葉
が
頭
に

浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
言
葉

を
書
き
出
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
膨

ら
ま
せ
な
が
ら
作
り
ま
し
た
。
ま

た
、
来
年
も
賞
を
も
ら
え
る
よ
う

な
作
品
を
作
り
た
い
で
す
。

体
験
を
将
来
に
生
か
し
た
い

　
　
　

山
名
佑
樹
さ
ん（
西
河
内
）

　
　
　

竹
田
翔
真
さ
ん（
栗
原
）　

　

「
ト
ン
ボ
の
森
」の
活
動
を
知
っ

た
の
は
、
先
生
に
教
え
て
い
た
だ

昔は当たり前のように行わ
れていた何気ないことがい
つの間にか行われなくなっ
て、気がつくとどうやった
らいいのかも分からなくて
…ということをとても分か
りやすく教えてくれます。
写真がいっぱい、どれもお
いしそう！

「奇跡の人」
原田マハ／著　双葉社

作者いわく「ヘレンケラー
と彼女の教師アン・サリバ
ンがもしも日本人だったら
というアイデアから物語が
はじまりました」。若い人の
曲の詩に奇跡はおきるもん
じゃなくておこすものとあ
りましたが、確かにとこれ
を読んでも思いました。

い
た
か
ら
。
森
林
の
保
全
活
動
な

ど
を
体
験
し
、
自
分
た
ち
の
将
来

を
考
え
る
参
考
に
な
れ
ば
と
思

い
、
�
人
で
参
加
し
ま
し
た
。
森

づ
く
り
で
は
、
下
草
刈
り
や
木
の

除
伐
を
体
験
。
大
変
な
作
業
で
し

た
が
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
僕
ら
は
高
校
を
卒
業
し
て
一

旦
は
真
庭
を
離
れ
る
と
思
う
け

ど
、
自
然
豊
か
な
真
庭
に
帰
っ
て

活
躍
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「『あ・そ・ぼ』やで ！ 」
くすのきしげのり／作　くもん出版

「手 づく り がおいしい ニッポンの保存食 」
別冊N H Kきょうの料理　N H K出版

フランスから日本の学校に
転校してきたユキちゃん。
不安がいっぱい。思いは伝
わらない…どうしよう…。
救ってくれたのはショウく
んの何気ないひとこと・勇
気あるひとことでした。よ
かったね！

▼

 PN テストステロン

作者は｢ふしぎの国のアリ
ス｣を書いた詩人であり数
学者。スナーク狩り？怖い
お話ですか？いえいえそん
な怖いお話ではありません
よ…でも…声に出して読ん
ではいけません。まず頭で
読んでくださいね。

▼

 PN すずしろJ r

「スナーク狩り」
ルイス・キャロル／作　集英社

▼

 もりた  ひろと



色
付
く
景
勝
地
に
�
�
�
�
人
（�

月�

日
）

��

��

四
季
を
通
じ
て
美
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
神
庭
の
滝
で
す
が
、

紅
葉
の
季
節
は
ま
た
格
別
で
す
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、

県
内
外
か
ら
�
�
�
�
人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

��� Maniwa

川 柳   「筆」
賀
状
書
く
年
に
一
度
の
筆
を
持
ち　
　
　
　

田
中
久
榮　
　

久
世

一
行
の
筆
文
字
う
れ
し
年
賀
状　
　
　
　
　

植
田
万
里
子　

月
田

昭
和
生
ま
れ
筆
の
年
賀
が
な
つ
か
し
い　
　

西
本
艶
子　
　

岩
井
谷

筆
の
先
心
の
悩
み
感
じ
と
り　
　
　
　
　
　

小
島
よ
し
こ　

鍋
屋

筆
ま
め
に
書
い
た
日
記
が
宝
も
の　
　
　
　

菊
池
俊
男　
　

本
郷

友
の
手
紙
達
筆
す
ぎ
て
字
が
読
め
ぬ　
　
　

美
甘
栄
枝　
　

蒜
山
上
長
田

上
手
と
は
一
味
違
う
筆
の
冴
え　
　
　
　
　

行
本
愼
五　
　

久
世

筆
ま
め
に
安
否
た
ず
ね
た
便
り
受
け　
　
　

仲
田
孝
江　
　

組

肉
筆
の
便
り
に
ま
ず
は
浮
か
ぶ
顔　
　
　
　

青
山
萌
黄　
　

上

筆
無
精
わ
び
て
三
行
書
い
て
出
す　
　
　
　

松
尾
千
恵
子　

月
田

お
祝
と
書
く
墨
た
っ
ぷ
り
と
含
ま
せ
て　
　

牧　

俊
隆　
　

西
原

絵
手
紙
の
菊
乱
れ
咲
く
筆
の
跡　
　
　
　
　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

卒
寿
来
て
若
さ
溢
れ
る
筆
捌
き　
　
　
　
　

植
田　

健　
　

下
方

悩
み
ご
と
筆
に
た
く
し
て
消
え
て
ゆ
く　
　

大
森
定
江　
　

種

筆
太
の
便
り
に
母
の
元
気
知
る　
　
　
　
　

大
森
喜
久
恵　

西
原

一
筆
で
書
く
に
は
あ
ま
り
長
い
道　
　
　
　

Z
・ 

K
・　
　
 

月
田

一
筆
啓
上
ど
う
し
て
ま
す
か
天
国
で　
　
　

永
田
寿
道　
　

樫
東

選：落合川柳会　武村一美さん

��������	


�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
��
��
�
�

今
月
の���

▼

 PN マスカット

真庭市栄養改善協議会の提供です

▼

 PN 光原幸葉

ほうれん草のごまみそあえ

春はキャベツ、夏はナスや枝豆に変
えるなど、季節の野菜でアレンジしま
しょう。

今月のレシピ
提供は

筧  百合子さん
（久世支部）

 材料 （４人分）

・ホウレンソウ　���ｇ
・コーン（缶詰）  ��ｇ
・ニンジン　��ｇ
　　・すりごま　大さじ�
　　・だし汁　���
　　・味噌　小さじ�
　　・みりん　小さじ�
　　・しょうゆ　小さじ�
　　・酢　小さじ�

 作り方

＜１人分栄養価＞
　エネルギー�� ｋｃａｌ    たんぱく質 � . �ｇ  
　脂質 � . �ｇ  カルシウム �� ｍｇ
　食塩相当量 �. �ｇ

①ホウレンソウをゆで、�㎝長さに切り、
冷ます。
　ニンジンは皮をむき�㎝長さのせん切
りにし、ゆでて冷ます。
　コーンはさっとゆでて冷ます。
②◯A を合わせ、調味液を作る。
③①の野菜に②をあえる。

�
�
�
�
�
�
�
�

�

◯A
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真
庭
の
木
材
関
係
者
は
こ
れ
ま

で
に
も
建
築
な
ど
に
用
い
る
木
材

を
安
定
的
に
山
か
ら
供
給
す
る
仕

組
み
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
事
業
を
契
機
と
し
て
、

燃
料
と
な
る
林
地
残
材
な
ど
も
含

め
た
山
か
ら
切
り
出
さ
れ
る
す
べ

て
の
木
を
管
理
す
る
た
め
、
木
質

資
源
安
定
協
議
会
を
平
成　

年
の

��

�
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
、
木
材
流
通
管
理
を

目
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
関
係
者
が
情
報
共
有
で
き
る

「
真
庭
シ
ス
テ
ム
」の
開
発
を
行
っ

て
お
り
、
伐
採
箇
所
や
原
木
市
場

な
ど
へ
の
持
ち
込
み
量
を
パ
ソ
コ

ン
で
入
力
す
る
仕
組
み
を
構
築
し

て
い
ま
す
。
ど
こ
の
山
で
育
っ
た

も
の
が
、い
つ
切
ら
れ
、ど
こ
に
売

ら
れ
、
使
わ
れ
る
の
か
を
デ
ー
タ

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

月
の
�
カ
月
間
で
発
電
用
に
集

��め
ら
れ
た
未
利
用
木
材
を
集
計
す

る
と
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
大
型
ト

ラ
ッ
ク
ま
で
合
わ
せ
て
約
�
�
�

台
、約
�
千
㌧ 
で
す
。こ
の
よ
う
に

真
庭
地
域
の
木
の
動
き
や
量
は
、

シ
ス
テ
ム
化
に
よ
っ
て
今
ま
で
以

上
に
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

伐 採から利用まで
木材の流れをデータで管理します

�
�
��
�
�
�
�
	�



�
�
�
�
��
���〜
シ
リ
ー
ズ
第
�
回
〜

　

協
議
会
で
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
が
稼
働
す
る
と
燃
料
供
給
を

調
整
す
る
役
割
を
担
い
ま
す
。
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
へ
供
給
す

る
た
め
に
チ
ッ
プ
工
場
な
ど
に
集

め
ら
れ
た
木
は
、
半
年
程
度
放
置

し
自
然
に
乾
燥
・
破
砕
し
て
利
用

し
ま
す
。
収
集
か
ら
利
用
ま
で
期

間
が
あ
る
の
で
、
供
給
可
能
量
を

シ
ス
テ
ム
で
把
握
し
、
安
定
供
給

に
向
け
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
発
電
所
に
一
度
に

多
く
の
ト
ラ
ッ
ク
が
到
着
し
て
も

困
り
ま
す
の
で
主
要
な
チ
ッ
プ
工

場
の
納
入
日
・
時
間
と
い
っ
た
輸

送
時
間
の
調
整
も
協
議
会
が
行
い

ま
す
。
発
電
所
か
ら
の
チ
ッ
プ
代

金
は
す
べ
て
協
議
会
を
経
由
し
て

チ
ッ
プ
工
場
な
ど
に
支
払
う
仕
組

み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
立

木
所
有
者
に
�
㌧ 
あ
た
り
�
�
�

円
を
直
接
支
払
う
の
も
協
議
会
か

ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
来
か
ら
の
木
の
利
用
に
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
燃
料
と
い
う
新

た
な
利
用
先
が
増
え
ま
し
た
。
安

定
供
給
に
向
け
て
シ
ス
テ
ム
管
理

を
定
着
さ
せ
、『
地
域
林
業
の
活
性

化
』と『
山
林
所
得
の
向
上
』に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
で
、
木
材
の
安
定
供
給
や
山
か
ら
利
用

ま
で
の
木
材
流
通
に
つ
い
て
、
シ
ス
テ
ム
管
理
を
行
う
木
質
資
源
安
定

供
給
協
議
会
の
細
川
徳
美
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

事業者の入力や取扱状況を確認

各チップ工場に集まり始めた木

 
発
電
用
燃
料
の
供
給
で
は

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
役
を
担
う

木
材
流
通
を
デ
ー
タ
化

全
国
初
の
管
理
シ
ス
テ
ム

木質資源安定供給協議会

 細  川   徳  美  事務局長
ほそ かわ のり よし

【発電用に収集する木の流れ】�

木質バイオマス�
発電所�

立木所有者�
　（山林所有者）�
　（森林組合など）�

木質資源安定�
供給協議会�

チップ工場�
木を納入� チップ供給�

木の代金�

チップ代金�

チップ代金�納入指示�

協議会から立木所有者�
に直接５００円／トン��
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秋の叙勲 ■国産ワインコンクール����　�/��～��　山梨県
　銅賞「ひるぜん赤」、奨励賞「山葡萄ロゼ」
■第��回ジャパン・ワイン・チャレンジ
　�/��～��　東京都
　入賞「ひるぜんロゼ」
　入賞「山葡萄ロゼ」
　　ひるぜんワイン㈲（本守一生工場長）�

■第�回貝殻節全国大会　�/��　鳥取県
写真左から：
�位　森本千代子
（落合垂水）、�位
沖田知恵（栗原）

■第�回全日本都道府県対抗少年剣道優勝
　大会　�/��　大阪府
　■岡山県剣道連盟推薦により出場
　　　　　　　　　　　森木大生（久世）�

■第��回アジアマスターズ陸上競技選手権
　大会・第��回全日本マスターズ陸上競技選手権大会

�/��～��　岩手県
走高跳（��～��歳の部）�位
�井手利忠（見明戸）

■第��回全国家庭婦人バレー
　ボールことぶき大会
　��/�～�　大分県
　■推薦により出場　
　　　　　　　  ���������

■第��回全国健康福祉祭とちぎ大会
　（サッカー）　��/�～�　栃木県
　■推薦により出場　　
　　 　　シニア岡山F C -矢木秀雄（目木）�
■第��回全国専門学校サッカー選手権
　��/�～��　大阪府

■第��回関西専門学校
サッカー選手権大会
�/�～��　大阪府　�位
　大阪リゾート＆スポーツ専門学校-
�岡田啓佑（柴原）

■第��回全国国民体育大会（レスリング少
　年男子）　��/��～��　長崎県
　■同大会岡山県選考会　�/��　倉敷市
　優勝　おかやま山陽高等学校-
　　　　　　　　　美甘海音（蒜山下和）�

■第��回全国国民体育大会（馬術成年男子）
 ��/��～��　長崎県　
馬場馬術�位、自由演技馬場馬術�位
■同大会中国ブロック大会
�/�～�　真庭市　馬場馬術 優勝
�原田喜市（蒜山中福田）

市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を基準に�
掲載させていただいています。情報をお寄せください。（敬称略）�

秋の叙勲、高齢者叙勲を受け
られた方をご紹介します。
おめでとうございます。

　昭和��年から八束村議会
議員を�期、平成��年から
は真庭市議会議員を�期務
められました。村議会では
下水道など住環境の整備、
市議会では初代議長に就任
し、真庭市の一体感づくり
に尽力されました。

元真庭市議

小谷孝佳さん（蒜山下長田）�����

　昭和��年に八束村消防団
に入団以来��年間、副団長
などを歴任し、消防団活動
の理解醸成などに尽力。事
業所などに出向いて消防団
の意義や必要性を説くなど
し、団員確保に力を注がれ
ました。

元八束村消防団副団長

小谷　誠さん（蒜山下見）�����

　昭和��年に中和村消防団
に入団以来��年間、副団長
などを歴任し、消防団の人
材育成などに尽力。出動前
の道具の確認や服装の注意
点などを後進に指導し、地
域防災力の強化に努められ
ました。

元中和村消防団副団長

谷　二夫さん（蒜山別所）�����

　昭和��年に八束村消防団
に入団以来��年間、分団長
などを歴任し、消防団活動
に尽力されました。団員相
互の絆を深めることを常に
意識し、操法訓練などを通
じて技術向上と結束強化に
貢献されました。

元八束村消防団分団長

野口　真さん（蒜山上長田）�����

　昭和��年に農地事務局に
入局。昭和��年に退職され
るまで、農業振興のための
計画づくりなどに従事され
ました。児島湾や秋田県八
郎潟の干拓事業などのほ
か、戦後の蒜山の開拓にも
関わられました。

元中国四国農政局大山山麓
開拓建設事業所江府支所長

沖元睦正さん（蒜山上長田）�����

高齢者叙勲



美甘美甘
ふるさとまつりふるさとまつり

��/��

作州くせ作州くせ
ぼっこう祭ぼっこう祭

��/�

中和紅葉祭中和紅葉祭��/�

おちあいおちあい
元気フェスタ元気フェスタ

��/��

ふるさと勝山
もみじまつり

��/�

新そば新そば
豆腐まつり豆腐まつり

��/�
北房コスモス北房コスモス
まつりまつり

��/��

園児や地元団体がステージを盛り
上げ、特産のヒメノモチを使った
餅つきには来場者も参加。会場一
体となってふるさとの秋を楽しん
でいました。 (クリエイト菅谷)

　
　

月
か
ら　

月
に
か
け
て
、

��

��

各
地
で
秋
の
行
事
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特

色
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。

 
２
０
１ 
４

真 
庭

西条柿や新高梨などの旬の味が並
び、ステージでは早川太鼓など各
種団体が出演。今年は軽トラ朝市
の出展団体も集合し、盛大に行わ
れました。 (久世エスパス土広場)

ひるぜん大根など新鮮野菜の販売
やマグロの解体ショーなどでにぎわ
い、中和保育園の園児が元気に踊
りを披露しました。会場では文化
祭も同時開催。 (中和出張所一帯)

真庭高校の書道パフォーマンスで
イベント開始。飲食コーナーのほ
か、スポーツ団体などがそれぞれ
特色あるブースを設け、笑顔で触
れ合いました。 (落合総合公園内)

銀沫やシイタケなどの特産品を販
売。ＹＯＳＡＫＯ Ｉ ソーランでは�団体
が踊りを披露しました。大賞は勝
山小学校の「夢現翔舞（むげんし
ょうぶ）」。 （勝山文化センター）

コスモスレンジャーショーなど多彩
な催しでにぎわい、コスモスが揺れ
る街道ではウォーキングも開催。
のんびりとした秋の日を楽しんで
いました。 (コスモス広場一帯)

青大豆のキヨミドリを使った豆
腐やしし鍋など湯原ならではの
味覚がずらり。恒例のそばの早
食い大会では、熱戦が繰り広げ
られました。 (ひまわり館広場)
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まちの話題

このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成していきます

　

地
域
の
魅
力
を
食
で
表
現
す
る
出
張
農

村
レ
ス
ト
ラ
ン
が　

月
�
日
、
く
る
み
の

��

館
（
佐
引
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。
美
作
県

民
局
の
事
業
を
受
け
、
別
所
小
学
校
区
を

よ
く
す
る
会
が
初
企
画
。
イ
ノ
シ
シ
や
里

芋
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
地
域
で
採
れ
た
食
材

を
、
岡
山
市
内
で
イ
タ
リ
ア
料
理
店
を
営

む
寺
田
真
紀
夫
さ
ん
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ

ュ
ー
に
ア
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。料
理
に
は
、

地
元
の
主
婦
が
作
っ
た
漬
物
な
ど
も
添
え

ら
れ
、
市
内
外
か
ら
参
加
し
た
約　

人
を

��

も
て
な
し
ま
し
た
。

料理の説明を聞きながら箸を進める参加者

木々の中を歩く参加者

　
　

月
�
日
、
お
お
ぐ
る
み
山
ぐ
る
ぐ
る

��
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
初
め
て
開
催
さ
れ
、
約

　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
雨
が
心
配
さ
れ

��ま
し
た
が
、
雲
の
隙
間
か
ら
太
陽
が
の
ぞ

き
始
め
心
地
の
良
い
天
気
と
な
り
ま
し

た
。
旧
風
力
発
電
施
設
か
ら
大
久
留
美
山

山
頂
、
遊
歩
道
を
巡
る
コ
ー
ス
。
紅
葉
が

始
ま
っ
た
木
々
は
鮮
や
か
に
色
付
き
、
歩

く
道
に
は
落
ち
葉
が
降
り
積
も
っ
て
い
ま

し
た
。
深
ま
る
秋
を
感
じ
な
が
ら
、
参
加

者
は
約
�
時
間
の
道
の
り
を
家
族
や
仲
間

同
士
で
楽
し
く
満
喫
し
ま
し
た
。

美
甘
の
深
ま
る
秋
を
感
じ
て

ぐ
る
ぐ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　　 昔話を再現する人形ずら り

いやしの里カラクリ祭りが

なかつい陣屋周辺で開かれ

ました。（��日まで）中津

井やまびこ会が��体の人形

を水路に設置。訪れた人た

ちは、水車の力で昔話をユ

ーモラスに再現するカラク

リに見入っていました。

��/��

　　 ナースキャップ戴き看護の道へ

真庭高校で戴帽式が行われ

ました。看護科�年生の��

人が看護のシンボルである

ナースキャップとキャンド

ルを戴き、看護の道への決

意を新たにしました。戴帽

した生徒は今後、市内の病

院で実習に入ります。

��/��

　　 お仕事って楽しいな

商工会青年部主催キッズマ

ニワーク����が産業学習館

と多目的グラウンドで開催

され、��人の小学生が参加

しました。大工・電気・看護・

重機のコースを子どもたち

は楽しく、真剣に体験しま

した。

��/�

　　真庭文芸賞が創設 さ れま した

真庭の文芸発展を目的に真

庭市初の文芸賞授賞式が久

世エスパスセンターで行わ

れました。川柳・俳句・詩の 

部門への応募総数����点。

部門ごとに選ばれた作品の

受賞者が出席し表彰が行わ

れました。

��/��

　　若いころ か ら 精力的で した

伴千明さん（禾津）が百歳

を迎えられ、入所中の施設

でお祝いをしました。菓子

屋を営みながら町議会議員

を務めたほか、山中一揆を

研究するなど精力的だった

伴さん。現在は施設で穏や

かに過ごされています。

��/��

地
域
の
食 
で
お
も 
て
な
し

出
張
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
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広
報
真
庭   
●
月
号

　���

が�

編
集
後
記�

　

今
年
の
秋
は
、
津
黒
い
き
も
の
ふ
れ

あ
い
の
里
で
の
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
、
た

び
た
び
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
紙
面
で
紹

介
し
た
ト
ン
ボ
の
森
以
外
に
も
ピ
ザ
釜

作
り
や
薪
作
り
、
草
花
の
絵
の
具
作
り

な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
参
加
者
同
士
の
交
流
も
広
が
っ

て
い
る
よ
う
で
、
会
話
が
弾
み
、
笑
顔

が
溢
れ
て
い
ま
す
。
撮
影
さ
れ
る
こ
と

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
の
で
、
有
難

い
な
ぁ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

小
山

　

「
こ
ん
な
に
お
客
さ
ん
来
る
の
？
」と

い
う
ほ
ど
の
混
み
よ
う
に
ビ
ッ
ク
リ
し

た
の
は
神
庭
の
滝
。
駐
車
場
に
は
県
外

ナ
ン
バ
ー
の
車
が
ず
ら
り
。
サ
ル
と
滝

の
写
真
な
ん
て
い
い
ね
、
と
軽
い
気
持

ち
で
近
寄
っ
た
の
で
す
が
、
ハ
イ
シ
ー

ズ
ン
を
甘
く
見
て
い
ま
し
た
。
お
サ
ル

さ
ん
の
食
べ
物
が
山
に
た
く
さ
ん
あ
る

季
節
な
の
で
、
彼
ら
に
は
出
会
え
ま
せ

ん
で
し
た
が
、秋
の
に
ぎ
わ
い
を
堪
能
。

次
は
冬
も
い
い
か
な
。 

江
崎

　

初
め
て
特
集
の
担
当
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
う
ま
く
皆
さ
ん
に
伝
わ

る
か
ど
う
か
不
安
で
す
が
、
ま
だ
読
ま

れ
て
い
な
い
人
は
ま
ず
表
紙
を
め
く
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
普
段
何
気
な
く
運

転
し
て
い
る
自
動
車
が
、
少
し
怖
く
な

り
ま
し
た
。
便
利
で
す
が
、
走
る
凶
器

に
も
な
る
自
動
車
。
市
内
で
も
多
く
の

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
特

集
が
少
し
で
も
交
通
事
故
が
な
く
な
る

お
役
に
立
て
ば
と
思
い
ま
す
。 

横
山

��問問 商工観光課 ℡   商工観光課 ℡ ��������--����--��������

����������	
����������
湯原温泉郷全域に約�����本のキャンドルが点灯されます。小さなオレンジ
色の灯りが幻想的な世界を演出します。

���������	
���������������
����������	
���������������

キャンドルを一緒に点灯しませんか。参加者には協賛旅館の入浴券をプ
レゼントします。 詳しくは湯原観光情報センターまで（℡����-��-����）�����

雪遊びのあとは、温泉でポッカポカ

冬遊び冬 遊び NAVIN A VIを持って出かけ よう ！
ナビナビ

冬のお得情報が満載
  ＋  お得な割引特典も ！

����������/����������������/��

冬遊びＮＡ ＶＩ
を提示すると

�つのスキー場で

リフト券が割引
雪中乗馬デビュー

 特別料金で乗馬体験！

ス キー場の
��日リ フ ト券で

湯原エリ アの旅館

宿泊が��％���
�������

最大��％���

（��/��～�/�は除く）
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